
新南クリーンセンター整備に関し、土壌汚染調査結果を公表します

更新日：2024年12月17日

発表内容 

概要

　新南クリーンセンター整備のため、新施設建設予定地の土壌汚染調査を実施しています。第1期調査範
囲の57カ所のうち18カ所で基準値を超える鉛と水銀が検出されました。現在は、含有量基準値を超えた
区画をシートで覆い、囲いを設置して立ち入りができないように安全対策を実施しました。基準値超過の
原因は、過去にごみ焼却施設があり、焼却灰の保管や運搬時に飛散など当時の影響が考えられます。

調査結果

1.調査対象地：松山市市坪西町1000番地1の一部
　　　　　　（松山市所有地 約7,000平方メートル：第1期土壌汚染調査範囲）
2.調査結果受理日：令和6年12月11日（水曜日）　
3.調査内容：表層から0.5メートルまでの土壌を採取
4.調査結果：鉛と水銀が検出　　　 　 　 

調査結果

物質 超過箇所数 分析結果 基準値

(1)含有量 鉛 3 230～430mg/kg 150mg/kg

(2)溶出量 鉛 12※ 0.011～0.024mg/L 0.01 mg/L

(3)溶出量 水銀 6 0.0006～0.0095 mg/L 0.0005 mg/L

※鉛の含有量超過3カ所を含みます。

(1)含有量基準値は、70年間にわたり、1日100mgの土壌が口から体内に入ると想定した場合でも、健康
に影響を及ぼさないレベルに設定されています。

(2)溶出量基準値は、70年間にわたり、1日2リットルの地下水などを飲み続けると想定した場合でも、健
康に影響を及ぼさないレベルに設定されています。

初期対応

　含有量基準値を超過した区画は、シートで覆って囲いを設け、立ち入りできないよう安全対策を実施し
ました。
　溶出量基準値の超過は、敷地周辺に住居は無く、井戸水の飲用が無いため、市民の方へ影響はありませ
ん。



今後の対応

　基準値超過箇所の深度方向を詳しく調査し、土壌汚染対策法に基づき、基準値を超過した土壌の拡大防
止や除去など適切な対策を実施します。

添付資料（図面拡大）（PDF：381KB）

【お問い合わせ】

清掃施設課
〒790-8571　愛媛県松山市二番町四丁目7-2　別館4階
担当課長：小嶋　徹也
担当執行リーダー：高橋　徹　
電話：089-948-6901
E-mail：seisousisetu@city.matsuyama.ehime.jp



 

基準値超過の状況詳細図（第1期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土壌汚染調査計画図 

傍示川 

石手川 

競輪駐車場 

既存施設跡地 約 13,000㎡ 

(解体後調査予定) 重信川 

 
 
 

新南クリーンセンター用地 約 15,000㎡ 
（令和 6年度調査対象） 

第１期 約 7,000㎡ 

（今回公表） 

第２期 約 8,000㎡ 

（現在調査中） 


